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優
秀
賞　

教
育
長
賞　

岡
山
市
立
西
大
寺
中
学
校
２
年　

三
⻆　

翼
颯

（
絵
の
説
明
）

牛
乳
が
お
い
し
す
ぎ
て
、
額
縁
か
ら
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
た
牛
を
表
現
し
ま
し
た
。
み
ん
な
へ
牛
乳
を
届
け
た
い
気
持
ち

や
お
い
し
さ
を
最
大
限
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、文
字
や
牛
乳
の
絵
も
一
緒
に
飛
び
出
さ
せ
る
工
夫
も
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



第
13
回
通
常
総
会

１
．日　

時

　

令
和
７
年
６
月
23
日
㈪

　

午
前
11
時
よ
り

２
．場　

所

　

お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル

３
．開　

会

４
．表　

彰

○
功
労
者
表
彰

　

笠　

岡　

市　

平　

野　

牧　

場　
様

　

真　

庭　

市　

筒　

井　

省　

悟　
様

○
乳
質
改
善
表
彰

　

吉
備
中
央
町　

草　

地　

勝　

弘　
様

　

真　

庭　

市　

㈲
長
綱
フ
ァ
ー
ム　
様

　

真　

庭　

市　

㈲
長
恒
牧
場　
様

　

真　

庭　

市　

馬　

場　

明　

雄　
様

　

笠　

岡　

市　

平　

野　

牧　

場　
様

　

真　

庭　

市　

筒　

井　

省　

悟　
様 

　

真　

庭　

市　

丸　

山　

昭　

博　
様

○
牛
群
検
定
表
彰

　

◎
牛
群
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

妹　

尾　

優　

佳　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

寺　

見　

知　

子　
様

　
　
　

真
庭
市　

筒　

井　

省　

悟　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

大　

江　

健
太
郎　
様

　

◎
個
体
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

有　

安　
　
　

力　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

勝
央
町　

高　

山　
　
　

進　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

○
永
年
勤
続
表
彰

　

30
年
勤
続
表
彰

　
　

高
橋　

信
介
、
樋
口　

晋
一

　
　

難
波　

正
憲

　

10
年
勤
続
表
彰

　
　

濵
田　

高
美

５
．出
席
状
況
（
最
終
）

　

正
組
合
員
総
数
（
２
６
８
名
）

　
　

本
人
出
席　
　
　
　

55
名

　
　

委
任
状　
　
　
　
　

10
名

　
　

書
面
議
決　
　

１
７
２
名

　
　

合
計　
　
　
　

２
３
７
名

６
．議
長
団

　

井
原
市　

早
川　

洋
平　
氏

　

岡
山
市　

妹
尾　
　

始　
氏

　

議
長
２
名
よ
り
就
任
の
挨
拶
と
自
己
紹

介
が
あ
り
、
書
記
指
名
の
後
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

７
．議　

事

　

早
川
議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
「
令
和

６
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て
」、
第
４
号
議
案
「
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
」、
10
分
間
の
休
憩

後
、
新
役
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
妹
尾
議
長

に
交
代
し
、
第
２
号
議
案
「
令
和
７
年
度

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
第
３
号

議
案
「
経
費
の
賦
課
に
つ
い
て
、
賦
課
金

の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
並
び
に
徴

収
方
法
決
定
に
つ
い
て
」、
第
５
号
議
案

「
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い

て
」、
第
６
号
議
案
「
退
任
役
員
に
対
す

る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て
」

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
う
え
全
議

案
は
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
意
見
及
び
回
答
は
次
の
通

り
で
す
。（
勝
手
な
が
ら
要
約
し
て
お
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

組合長挨拶

議長団　早川洋平氏（左）　妹尾　始氏（右）
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第
１
号
議
案

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

①
損
益
計
算
書
に
計
上
さ
れ
て
い
る
雑
損

失
の
内
訳
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

②
令
和
６
年
度
の
裁
判
の
弁
護
士
費
用
は

ど
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

回
答

①
顧
問
税
理
士
や
顧
問
弁
護
士
の
費
用
や

慶
弔
費
な
ど
で
す
。

②
弁
護
士
費
用
は
約
１
４
０
万
円
で
す
。

「
そ
の
他
の
特
別
損
失
」
に
計
上
し
て

い
ま
す
。

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

③
裁
判
に
係
る
費
用
は
、
組
合
で
な
く
理

事
が
払
う
も
の
で
な
い
の
か
。

回
答

③
組
合
の
業
務
で
あ
り
役
員
賠
償
責
任
保

険
を
付
し
て
い
る
。

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

④
裁
判
に
係
っ
た
費
用
を
保
険
で
補
填
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。

回
答

④
保
険
会
社
の
判
断
に
任
せ
て
い
ま
す
。

協
法
に
違
反
し
な
い
よ
う
中
央
会
に
も

確
認
を
と
っ
て
い
ま
す
。

③
農
協
と
し
て
、
優
越
的
地
位
の
乱
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
出
資
増
資
、
購
買
の
全

利
用
を
強
制
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

第
３
号
議
案

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

①
賦
課
金
の
傾
斜
配
分
を
具
体
的
に
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

回
答

①
１
千
ｔ
毎
に
０
・
１
円
を
減
額
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

第
４
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
５
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
６
号
議
案

津
山
市　

谷
本　

成
吉　
氏

①
退
任
し
た
理
事
が
常
勤
の
時
の
慰
労
金

は
支
払
う
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

回
答

①
刑
事
罰
を
受
け
た
わ
け
で
な
く
、
支
払

わ
な
い
で
よ
い
法
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

議
案
と
直
接
関
係
の
な
い
質
疑
は
省
略

し
て
い
ま
す
。

８
．閉　

会

第
２
号
議
案

津
山
市　

梶
岡　

由
嗣　
氏

①
子
牛
の
販
売
を
差
別
化
す
る
た
め
に
ゲ

ノ
ム
値
を
判
断
基
準
に
で
き
な
い
か
。

回
答

①
ゲ
ノ
ム
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た

い
。

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

①
再
委
託
手
数
料
に
中
販
連
０
・
２
６
円

と
０
・
１
３
２
円
の
二
つ
あ
る
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

②
大
口
奨
励
金
制
度
は
不
公
平
で
は
な
い

か
。

③
定
款
で
定
め
る
最
高
持
口
数
以
上
の
大

口
出
荷
奨
励
に
見
合
う
出
資
や
購
買
の

全
利
用
が
必
要
で
は
な
い
か
。

回
答

①
中
販
連
に
０
・
２
６
円
、
全
国
連
に
０
・

１
３
２
円
を
再
販
手
数
料
と
し
て
支
払

う
も
の
で
す
。

②
５
～
６
年
前
、
乳
量
を
確
保
す
る
目
的

で
、
理
事
会
で
議
論
を
重
ね
て
増
産
奨

励
と
し
て
、
大
口
出
荷
奨
励
金
１
円
を

お
返
し
す
る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
農
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第
３
０
１
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
常
勤
役

員
、
委
員
会
校
正
、
関
連
会
社
等
へ
の
役
員
派
遣

並
び
に
中
販
連
の
販
売
委
員
会
に
つ
い
て
協
議

し
、
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
代
表
理

事
専
務
は
欠
員
と
し
た
。（
敬
称
略
）

〇
常
勤
役
員

　

代
表
理
事
組
合
長　
　

檜　

尾　

康　

知

〇
委
員
会
構
成

　

総
務
委
員
会

　
　

委　

員　

長　
　

平　

野　

耕　

平

　
　

委　
　
　
　

員　
　

永　

禮　

淳　

一

　
　

委　
　
　
　

員　
　

立　

田　

豊　

常

　

業
務
委
員
会

　
　

委　

員　

長　
　

小　

村　

雅　

紀

　
　

委　
　
　
　

員　
　

髙　

田　

照　

義

　
　

委　
　
　
　

員　
　

山　

本　

真　

五

　
　

委　
　
　
　

員　
　

松　

﨑　

範　

之

　
　

委　
　
　
　

員　
　

上　

森　
　
　

亨

〇
関
連
会
社
等
へ
の
役
員
派
遣

　

酪
友
運
送
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

小　

村　

雅　

紀

　

オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

山　

本　

真　

五

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

永　

禮　

淳　

一

　
　
　
　
　
　

監
査
役　

安　

富　

照　

人

　

西
日
本
興
農
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

髙　

田　

照　

義

　

株
式
会
社
き
び
じ
酪
農
運
輸

　
　
　
　
　
　

取
締
役　

岡　

本　

宗　

慈

〇
中
販
連
販
売
委
員

　
　

平　

野　

耕　

平

　
　

小　

村　

雅　

紀

　
　

永　

禮　

淳　

一

役員　後列左から　髙田照義、永禮淳一、松﨑範之、立田豊常、山本真五、上森　亨、入澤信仁、岡本宗慈
前列左から　安富照人、平野耕平、檜尾康知、小村雅紀　　　　　　（新任）　　　　　　　

　

６
月
30
日
、
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
に

て
、
お
か
や
ま
酪
農
協
と
オ
カ
ラ
ク
ミ
ー

ト
㈱
か
ら
役
職
員
約
20
名
が
参
列
し
「
畜

魂
祭
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
畜
魂
祭
は

牛
へ
の
供
養
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

家
畜
の
魂
を
慰
め
て
命
の
尊
さ
を
再
確
認

す
る
目
的
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
山
市
の
中
山
神
社
よ
り
横
林
神
職
を

お
招
き
し
、
昨
年
度
組
合
よ
り
食
肉
用
と

し
て
出
荷
し
た
経
産
牛
と
肥
育
牛
３
，

８
０
０
頭
の
御
霊
を
鎮
め
る
御
祈
祷
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
檜
尾
組
合
長
他

各
代
表
が
玉
串
を
奉
奠
し
、
牛
の
御
霊
に

感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

（
流
通
課
）

牛
の
御
礼
霊
を
祀
る
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
８
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

８
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
に

つ
い
て
は
、
急
遽
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
９
月

11
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　ヒロイン　キングボーイ　ヒユツテ　ヒラリー　ＥＴ
登録番号：13780  7116  6
産乳成績だけでなく、疾病繁殖・耐久性も高い

８／７

♂：フエイスフル（200H13063）
健康指標高い

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果
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交配精液は、長命連産事業対象（＠6,000円以内）です。
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせいただくか、農林水産省のホームページをご覧ください。
在庫卵情報（在群上位牛）

採卵牛 総合指数（順位） 系統 個体識別番号 種雄牛 性※ 保存※※ 在庫数

ウルル 3262 １% ウエストジエツト 1390973202 レネゲード（♀） 550H14134 選別精液♀ ガラス化 5

　 選別精液♀ ダイレクト 3

　 オーウエン（♀） 777H12666 判別♀ ガラス化 2

　 選別精液♀ ダイレクト 6

キヤツプ 3176 １％ チヤシテイ 1509873645 マローン（♀） 507H16263 選別精液♀ ガラス化 3

　 パースーツ（♀） 777H11186 選別精液♀ ダイレクト 7

シヤルル 3100 １％ シヤーレツテイ 1390973028 バーグーン（♀） 507H16163 判別♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ガラス化 4

　 レツチワース（♀） 550H16110 選別精液♀ ガラス化 3

キヤシー 3098 １％ チヤシテイ 1607272593 キヤプテン（♀） 551H4119 選別精液♀ ガラス化 6

キズナ 3084 １％ チヤシテイ 1509873652 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

キキ 3042 ２％ キヤロツトＫ 1390973127 ハイプレシヤス（♀）JP61137 判別♀ ガラス化 2

パーフェクト（♀） 507H15085 判別♀ ガラス化 1

　 選別精液♀ ダイレクト 3

ラビー 3010 ２％ ラベール 1600872271 フロストバイト（♀）7H15821 選別精液♀ ガラス化 3

キヤスト 2917 ４％ チヤシテイ 1354972036 デデイケート（♀） 551H3590 選別精液♀ ダイレクト 3

キヤリー 2776 ９％ チヤシテイ 1546371500 アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 6

※判別♀：受精卵を性判別、選別精液♀：性選別精液使用・卵の性判別無し
※※ガラス化：畜産研究所で融解、ダイレクト：移植時に融解移植
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　北海道での令和５年度の猛暑を振り返ると、猛暑日が続き、「猛暑の夏」となったとのことです。“暑
熱による乳牛のストレスが増大し、乳量の低下や受胎率低下がこれまで以上に問題となっている。”“今
後、暑熱の問題は益々大きくなると予測し、暑熱対策について整理することが喫緊の課題となっている。”
この課題解決に向けて、北海道農業改良普及センター普及員と十勝農協連と全酪連帯広事務所の職員が
令和６年８月の気温・湿度が高い猛暑日に兵庫県・岡山県・広島県の猛暑を体験したいと自らの猛暑体
験と暑熱対策農場視察をされました。北海道の暑熱対策とこの視察事例を合わせて「暑熱対策チャレン
ジ　ガイドブックin十勝（https://www.tokachi.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/siryou_R6_shonetsutaisaku.
html）」が令和７年３月に発行されましたので参考にしてください。

　このガイドブックでは、乳牛の暑熱ストレス対策を明確化する「暑熱マンダラチャート」と言う新し
い発想が記載されており、特筆すべき内容ですので生産者の皆様に情報提供いたします。
【１】暑熱マンダラチャート制作の元になった、大谷翔平選手のマンダラチャート
　マンダラチャートとは、目標を達成するために「何
をすべきか」を可視化するフレームワークです。メ
ジャーリーグで活躍する大谷翔平選手が、学生時代に
取り組んでいたことでも話題になりました。

「暑熱の影響」と「暑熱対策」を
視覚的に明確化

～暑熱マンダラチャート～を活用してみませんか？
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　購買畜産課　中四国事務所駐在　購買畜産アドバイザー　牛島　隆一

Ｐ73〜74に岡山の取材が載っています

大谷翔平選手が高校１年生の時に考えたマンダラチャート
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あのドジャース大谷翔平選手も使っていたマンダラチャート※。

大谷選手が将来の目標を達成するため、花巻東高校時代にマンダ

ラチャートを使い、９×９＝81マスに将来の目標やそれを達成す

るために必要なことを書き込んでいました。各内容が詳細にわた

り大変な一方で、頭の中を整理でき、多くの分野で活用されてい

ます。

※「マンダラチャート」は一般社団法人マンダラチャート協会の
登録商標です。
https://mandalachart.jp/

暑熱マンダラチャートと
暑熱ストレスの低減対策

２

暑熱対策に

も活用でき

そうだね。

大谷選手並

の成果がで

るかも。

Ｓ

Ｓ

ー 12 ー

　内容を見てみますと、大谷翔平選手は高校１年生
の時に考えたマンダラチャートをMLBのロサンゼル
ス・ドジャース所属現時点においても実践されている
報道があります。
　マンダラチャートは課題を明確化して実践するには
優れた手法と言えます。
出典：一般社団法人マンダラチャート協会
　　　https://mandalachart.jp/mandalachart
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【２】暑熱マンダラチャート「暑熱の影響」編

【３】暑熱マンダラチャート「暑熱対策の全体像」編
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まとめ
　今回の情報提供の元となった「十勝農業改良普及センター畜産部会暑熱対策チーム」が暑熱対策にマ
ンダラチャートの手法を採用した背景には、村上明弘氏（元全酪連技術顧問・元十勝農業改良普及員）
のフリーハンドによる明確化全体像フロー図にヒントがあったとのことです。このヒントを元に暑熱対
策にマンダラチャートを採用したそうです。「暑熱の影響」編では牛の行動による暑熱ストレス症状が
明確化になり状況が把握できます。「暑熱対策の全体像」編ではその牛の症状から対策とその対策方法
に行きつくことができます。十勝管内でこの暑熱下においても乳量の低下を一定程度に抑え、８月以降
に素早い回復をみせる酪農家もいるとの事です。２つの暑熱マンダラチャートをセットで確認して、現
状でできるだけの対策を施して、夏が過ぎる頃には少しでも早い回復ができるよう採用を検討してくだ
さい。
追伸
　北海道とは環境及び飼養環境・体系などが違うため、おかやま酪農協管内に合った暑熱マンダラチャー
ト制作が決まりました。おかやま酪農協生産支援課を中心に、「暑熱マンダラチャートおかやま酪農協版」
が完成次第、ラミネート版で配布されます。

　生乳中の細菌数の規格は10万／㎖以内であり、50万／㎖以上は販売不適合乳と規定されています。
　本来の正常な生乳では安定して0.2～0.3万／㎖程度なので規格以下であっても多くの問題が潜んでい
ることを知っておく必要があります。
　集乳車はもとより、ＣＳやメーカーで合乳となる時に１戸の生乳の高い細菌数によって増殖し全てが
高くなってしまう厄介な問題です。
　細菌数を上げている全ての原因を探し出し、その原因を一つずつ解決していくこと
が細菌数低下の近道であり、原因は全ての農家で異なるといっても過言ではありませ
ん。
　牛乳という食品を生産し、それを消費者が買って飲んでいるという自覚を忘れない
ように日々作業を心掛けましょう。
１．牛乳の生産過程と用語の解説
　酪農家が生産された生乳がどのようにして消費者へ届けられるか順を追ってみると、どの位置でトラ
ブルが生じても最終的には消費者が影響を受けます。
　　乳　牛　　　　→　乳房炎乳　　　　　　　　→　乳房炎牛乳の混入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１湯（バケツ）１布搾乳
　　搾　乳　　　　→　搾乳の仕方　　　　　　　　　搾乳中に空気の流入が多い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汚れを吸い込んだ
　　ミルカー搾乳　→　ミルカーの洗浄不良　　　　　洗浄水温度　洗剤の選択　濃度など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バケットミルカーの洗浄法
　　バルククーラー→　バルククーラーの洗浄不良→　サンプリングの不備　手洗い方法
　　タンクローリー→　ローリーの洗浄不良
　　生乳の殺菌　　→　殺菌温度　　　　　　　　→　耐熱菌
　　低温輸送　　　→　輸送温度・コールドチェーン　
　　陳　列　　　　→　陳列温度　　　　　　　　→　店頭での管理
　　消費者の購入　→　購入後の保管　　　　　　→　消費期限
　　消　費　　　　→　開封後の保管状況
　このように、牛乳が消費されるまでにはいろいろな過程があります。

洗浄の基礎知識Ⅰ
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①牛乳の殺菌
　牛乳パックに表示されている主な殺菌方法は次の種類がある。

※低温殺菌牛乳は高温短時間殺菌牛乳と同様にタンパク質の変性が少ないため加熱臭も少なく、生乳に
近い風味を味わうことができる。

※殺菌方法によって風味は若干の違いがあるが栄養価はほぼ同じ。ＬＬ牛乳以外は要冷蔵の生鮮食品で
す。

※風味は季節や餌によって変動し牛乳の温度や飲む人の体調によって感じ方も違う。
【POINT】なぜ、殺菌するのか？
　生乳には牛にも人にも感染する可能性のある感染症（人獣共通感染症）の病原体が混入している
かもしれません。日本では法令により牛乳として販売するためには、生乳に対して、耐熱性の高い
病原菌である結核菌が完全に死滅するのに必要な加熱条件（摂氏63℃まで加熱し30分間保持する）
を満たし、これと同等以上の効果を示す殺菌処理を行うこととなっています。尚、先進諸国では、
人獣共通感染症の原因菌としてQ熱病原体（コクシエラ菌）の耐熱性に基づいて牛乳殺菌の条件が
定められており、2002年には日本でも法令改正によって、コクシエラ菌が死滅する条件である63℃
30分間保持すると同時に、昇温に20分以上かけることとされた。
②生乳の細菌検査法
　・総菌数（ブリード法）……顕微鏡で細菌数を数える方法。菌の生死が区別できない。
　　　　　　　　　　　　　　菌が少ないと正確性に劣る。
　・生菌数（スパイラル法）…生乳を細菌培養して生きている菌を数える。
　　標準平板培養法……………時間がかかる。
　・バクトスキャンによる測定…
　　１．サンプルを攪拌し、チューブにポンプで送り込み、慎重にサブサンプリング 。
　　２．サンプルは、染色溶液と酵素とともにインキュベーションホイールに添加され染色と均質化。
　　３．染色されたサンプルはフローセルを通過し、緑色のレーザーによって励起レンズと光学フィル

ターはバクテリアの通過によって放出される信号を補足。
　　４．結果はFossIntegrator™経由でLIMSに送信。
　　　　最適な結果を確保するために各サンプルの合間に自動洗浄を行う。
③菌の種類
　耐熱菌……HTST、LTLT殺殺菌法で生き残った細菌をいう。
　低温細菌…７℃以下でも発育する細菌。緑膿菌が代表。
　中温菌……37℃前後で一番増殖する細菌。
　高温菌……高温でも増殖する細菌。

殺菌方法 概    要 殺菌効果
低温保持殺菌（LTLT）
Low Temperature Long Time

生乳を保持式で63～65℃で30分
間加熱殺菌する方法

全ての細菌を死滅させることは
できないが、人間に有害な細菌
などは死滅するため、冷蔵保管
により一定期間は安心して飲め
る

連続式低温殺菌（LTLT）
Low Temperature Long Time

生乳を連続式で65～68℃で30分
以上加熱殺菌する方法

高温保持殺菌（HTLT）
High Temperature Long Time

生乳を75℃以上で保持式で15分
以上加熱殺菌する方法

高温保持殺菌（HTST）
High Temperature Short Time

生乳を72℃以上で15分以上加熱
殺菌する方法

超高温瞬間殺菌（UHT）
Ultra HighTemperature 

生乳を120～150℃で２～３秒間
加熱殺菌する方法。日本で市販
されている牛乳の９割以上がこ
の殺菌方法

耐熱性胞子形成菌を死滅させる
のはこの方法のみで、低温保持
殺菌（LTLT）に比べ１万倍も
の高い殺菌能力がある

超高温滅菌殺菌（LL）
Long Life 

135～150℃で１～３秒間加熱殺
菌する方法

光と空気を遮断できる密封容器
に充填することで常温で長期間
保存が可能となる
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。

（
県
酪
政
連
事
務
局
）

④生乳の成分検査機器
　「コンビフォス7DC」という高性能機械にて検査を行っている。
　脂肪、タンパク、カゼイン、乳糖、固形分（無脂肪固形、全固形）、尿酸、クエン酸、脂肪酸プロフィール、
遊離脂肪酸、凝固点低下、pH、ケトン症スクリーニング（BHBおよびアセトン）、未精製生乳 スクリー
ニング（混入）、総体細胞数（SCC）と種別体細胞数（DSCC）を計測。

※精密機械であるため、検査乳が高粘度であったり、水溶性のものであったり、ヨーグルト状、異
物混入等のものを通すと故障の原因となり多額の修理費用が発生してしまいます。明らかな異常
乳や高体細胞等の依頼検査はご遠慮ください。

⑤乳房炎牛乳の混入と搾乳のしかた
　乳房炎の発生を見逃して搾乳してしまうことがあります。しかし、通常では軽度の乳房炎乳の混入に
より生菌数が数十万も大幅に上昇することはあまりありません。乳房炎の多くは中温菌に分類されるの
で、バルクの冷却温度（４℃前後）では上昇しづらくなります。ただし、緑膿菌による乳房炎感染は要
注意です。４℃前後でも増殖しやすく、時間と共に増加します。隔日集乳のところでは保存期間が長い
ため特に注意が必要です。バルク乳検査を実施し、乳房炎の原因菌が細菌数増加の主体であれば乳房炎
の発見に全力集中してください。
　搾乳のしかたでは、１湯１布が大きな問題です。推奨されているのは１頭１布であって１湯１布では
ありません。しかし、まだ１湯１布農家が散見されます。
　バケツ１つのお湯ではすぐに細菌に汚染され、消毒液を入れていても効果はすぐになくなり、乳房・
乳頭を拭くときに重度に汚染されてしまいます。特にパーラーなど水を大量に使用する場合、しっかり
ふき取りをしないと乳頭に付着した汚染された水分をミルカーは吸引してしまいます。また、牛がミル
カーを蹴って落とし、糞尿などを吸引した場合も細菌数は高くなります。
　こうした作業の流れが更なる乳房炎感染牛を増やす結果となります。（次号へつづく）

（事業本部）
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総会風景

良質乳出荷者の方々の表彰

総会のようす

良質乳表彰

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
南
支
部
・

備
南
酪
農
組
合
通
常
総
会

さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
・

酪
政
連
備
前
支
部
総
会
を
開
催

　

６
月
16
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

備
南
支
部
・
備
南
酪
農
組
合
通
常
総
会
」

が
浅
口
郡
里
庄
町
「
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

鴨
方
支
店
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
山
大
介
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

岡
山
県
議
会
議
員　

渡
辺
知
典
様
、
坂
本

亮
平
様
、
衆
議
院
議
員
加
藤
勝
信
様
秘
書

　

杉
原
洋
平
様
、
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

委
員
長　

三
宅
穣
次
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
東
山
大
介
議
長
の
進
行

に
よ
り
、
令
和
６
年
度
活
動
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
運
動
方
針
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）、
令
和
７
年
度
会
費

徴
収
の
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

が
あ
り
、
す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

酪
政
連
備
南
支
部
通
常
総
会
の
終
了

後
、
引
き
続
い
て
の
び
な
ん
酪
農
組
合
通

常
総
会
は
、
早
川
洋
平
組
合
長
の
挨
拶
で

　

６
月
13
日
、「
さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
・

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部　

通
常

総
会
」
が
、
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
の
「
瀬
戸

の
華
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
は
組
合
員
、
来
賓
の
方
々
合

わ
せ
て
19
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
い
だ
い
じ
酪
農
組
合
通
常
総
会
は
、

服
部
組
合
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
お
か
や

ま
酪
農
協　

檜
尾
組
合
長
か
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
第
１
号
議
案
か
ら

４
号
議
案
ま
で
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
乳
質
表
彰
が
行
わ
れ
、
良

開
会
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
令
和
６
年
度

の
良
質
乳
出
荷
者
の
表
彰
が
あ
り
、
表
彰

規
定
に
基
づ
き
優
秀
賞
に
三
宅
安
史
さ

ん
、
山
川
善
彦
さ
ん
、
㈱
平
野
牧
場
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
賞
状
と
賞
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
備
中
県
民
局　

三
木
総
括
副

参
事
、
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合　

安

富
代
表
監
事
を
は
じ
め
、
来
賓
の
皆
様
方

よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
川
洋
平
組
合
長
の
進
行
に
よ
り
、
第

１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
お
弁
当
を
お
渡
し

し
て
解
散
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
来
賓
、
組
合
員
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

備
南
事
務
所
）

質
乳
の
出
荷
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
組

合
員
の
か
た
に
賞
金
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
前

支
部
通
常
総
会
は
、
山
本
支
部
長
の
挨
拶

で
開
会
さ
れ
、
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

委
員
長　

三
宅
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
議
事
に
お
い
て
は
、
第
１
号

議
案
か
ら
第
３
号
議
案
ま
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
㈱　

櫻
井
様
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ

き
、
来
賓
の
方
々
を
交
え
懇
親
会
を
開
催

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
の
中

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、
組
合

員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
西
大
寺
事
務
所
）
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肥
培
管
理
研
修
会

　

７
月
３
日
、
肥
培
管
理
研
修
会
を
ひ
る

ぜ
ん
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

㈱
ワ
コ
ー
農
材
の
畑
口
尚
樹
課
長
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
土
壌
診
断
と
施
肥
と
題

し
て
適
正
な
施
肥
で
収
量
・
品
質
ア
ッ
プ

＋
施
肥
コ
ス
ト
の
見
直
し
と
い
う
内
容
で

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
組
合
員
11
名
、
関
係
機
関
10
名

と
㈱
ワ
コ
ー
農
材
か
ら
４
名
の
計
25
名
が

参
加
し
、
前
半
は
土
壌
分
析
の
意
味
、
土

壌
分
析
の
値
の
読
み
方
と
後
半
は
土
壌
分

析
結
果
か
ら
の
施
肥

改
善
に
つ
い
て
の
内

容
で
し
た
。

　

実
際
に
土
壌
診
断

の
項
目
ご
と
に
説
明

が
あ
り
蒜
山
の
土
壌

の
特
性
や
そ
の
特
徴

に
適
し
た
施
肥
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

研
修
会
終
了
後
各

参
加
者
の
土
壌
診
断

書
か
ら
自
分
の
農
地

に
適
し
た
施
肥
設
計

を
確
認
す
る
な
ど
有

意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
蒜
山
事
務
所
）

研修会風景

★材　料（４人分）
　牛乳……………………240㎖
　玉葱……………………160ｇ
　人参……………………60ｇ
　豚ひき肉………………240ｇ
　カレー粉………………12ｇ
　ケチャップ……………90ｇ
　お好み焼きソース……60ｇ
　ご飯……………………600ｇ
　豆腐醤油………………20㎖
　しょうが………………35ｇ
　にんにく………………35ｇ
　塩………………………14ｇ
　パセリ…………………５ｇ
　サラダ油………………40ｇ

ピリ辛っ！ミルクキーマカレー

令和6年度「牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会」優良賞
岡山県立津山東高等学校2年　小畠　慎さんのアイデアレシピ

★作り方
①しょうが・にんにく・玉葱・人参をみじん切りにす
る。
②フライパンにサラダ油をひいて、しょうがとにんに
くを入れて香りがでるまで炒める。
③香りがでるまで炒めたら、玉葱・人参を入れて豚ひ
き肉を入れる。　
④豚ひき肉の色が変わったら、カレー粉・ケチャッ
プ・お好み焼きソースを入れて炒める。
⑤ある程度まで混ぜたら牛乳を入れて、できるだけ水
気がなくなるまで煮詰め、塩４ｇを加える。
⑥サラダ油をひいて、ご飯を炒める。
⑦炒めたら、塩10ｇ・豆腐醤油を入れて、サッと炒
める。
⑧パセリを刻んでおく。
⑨皿に盛って、上にパセリをのせたら完成。
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●

●

●

ひ

ろ

ば

事

報

理

会

告

　

５
月
29
日
、
第
３
０
０
回
理
事
会
を
理

事
８
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
令
和
６
年
５
月
８
日
・
９
日
に
実

施
し
た
令
和
６
年
度
に
係
る
監
事
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
各
監
事
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
７
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
度
４
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
配
当
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
出
資
配
当
率
を
２
％
に
決

定
し
、
総
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

○
令
和
７
年
度
総
会
に
お
け
る
乳
質
改
善

表
彰
等
に
つ
い
て

　

第
13
回
総
会
に
お
い
て
乳
質
表
彰
７
名

を
承
認
し
た
。

○
第
13
回
通
常
総
会
提
出
資
料
に
つ
い
て

　

６
月
23
日
開
催
す
る
第
13
回
総
会
に
お

け
る
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。

○
令
和
７
年
度
全
戸
巡
回
に
つ
い
て

　

全
戸
巡
回
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、

今
年
度
は
全
共
も
あ
り
、
伝
染
病
拡
散
防

止
の
た
め
、中
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

○
職
員
退
職
給
与
規
定
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

職
員
退
職
給
与
規
定
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
内
容
を
確
認
し
、
条
ず
れ
の
変
更
を

確
認
し
、
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

経
営
動
態
調
査
取
り
ま
と
め
状
況
に
つ

い
て
、
乳
用
牛
検
定
審
査
受
賞
者
表
彰
に

つ
い
て
、
永
年
勤
続
表
彰
に
つ
い
て
、
全

酪
連
夏
ギ
フ
ト
の
拡
売
に
つ
い
て
、
鏡
野

Ｃ
Ｓ
補
改
修
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

令
和
7
年
度
の
全
戸
巡
回
は
中
止
し
ま
す

　

本
年
度
は
第
17
回
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
開
催
年
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、韓
国
で
の
口
蹄
疫
の
発
生
、国
内
で
の
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
の
発
生
を
受
け
、

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
令
和
７
年
度
の
全
戸
巡
回
は
中
止
と
致
し
ま
す
。

　

組
合
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
等
は
各
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
、
全
酪
連
の
乳
製
品
セ
ッ
ト
を
正
組
合
員
の
皆
様

に
宅
配
便
に
て
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
笑
納
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
、
食
欲
が
な
い
時
に
何
を
食
べ

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
冷
た
い
物
や

あ
っ
さ
り
し
た
物
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
私
は
そ
ん
な
時
に
つ

い
辛
い
物
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
辛
い
物
が
好
き

で
、
積
極
的
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
般
的
な
辛
い
物
で
は
満
足

で
き
な
い
身
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
市
販
の
激
辛
と
書
い
て
あ
る
物
は

も
ち
ろ
ん
、
辛
さ
が
選
べ
る
よ
う
な
お

店
で
も
一
番
上
の
辛
さ
を
頼
む
こ
と
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
お
話

を
す
る
と
お
腹
が
強
い
ん
だ
ね
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
弱

い
で
す
。
辛
い
も
の
を
食
べ
て
い
る
最

中
も
痛
い
で
す
し
、
食
べ
終
わ
っ
て
か

ら
も
１
日
以
上
は
痛
い
ま
ま
で
す
。
そ

ん
な
思
い
を
し
て
ま
で
食
べ
る
意
味
が

あ
る
の
か
と
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
も
食
べ
た
く
な
る
魅
力
が

辛
い
物
に
は
あ
り
ま
す
。
食
べ
て
い
る

最
中
の
幸
福
感
や
食
べ
終
わ
っ
た
後
の

達
成
感
は
、
他
で
は
味
わ
う
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
の
目
標
は
、

以
前
挑
戦
し
て
食
べ
き
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
大
魔
王
と
い
う
ラ
ー
メ
ン
を

完
食
す
る
こ
と
で
す
。
完
食
で
き
た
ら

ま
た
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
も
無
理
の
な
い
範

囲
で
辛
い
物
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、

刺
激
的
な
夏
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

激
辛
を
求
め
て

備
南
事
務
所　

枝
木　

優
治
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生乳販売量（令和7年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和7年度）生乳販売量（令和6年度） 購買取扱数量（令和6年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

５

５
４～５

４～５
５

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
受　託 飲　用 その他地 域 受託乳量（トン) 乳製品

６１６,３４５
１,２１３,６８８

８,５４５
１７,０１１
３５３,７０５

,

２８５,８３５
５５４,５５６
７,７８９
１４,９６８
５７,３９１

１７９,４１５
３６２,７０２

６５２
１,７５８

１５０,００７

１５１,０９５
２９６,４３１

１０４
２８４

１４６,３０７

101.1 
101.1 
101.0 
100.4 
102.1 

98.8 
98.9 
99.9 
99.3 
99.2 

103.1 
104.1 
114.6 
107.9 
102.1 

103.2 
101.7 
113.0 
116.4 
103.2 

5,490
5,052

8,545
8,457

　

６
月
に
つ
い
て
は
、、
資
源
量
が
限
定
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
一
部
で
暑
熱
期
輸
送
を

控
え
る
動
き
が
見
ら
れ
、
初
妊
牛
相
場
は
、
平
均
価
格
は
税
込
58
万
９
千
円
（
前
月
比

７
万
円
安
・
前
年
比
16
万
８
千
円
高
）
と
値
下
げ
基
調
に
て
推
移
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
現
状
程
度
の
出
回
り
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
本
格
的
な
暑
熱
時

期
で
も
あ
り
、
引
き
続
き
輸
送
に
起
因
す
る
事
故
を
避
け
る
動
き
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
初
妊
牛
相
場
は
、
現
状
水
準
程
度
で
の
価
格
展
開
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
７月

７日　岡山県酪農政治連盟総会

９日　びほく酪農組合総会

14日　蒜山地区酪農組合総会

16日　おかやまホルスタイン改良同志会

総会

17日　全国酪農青年女性発表大会

（～18日）

25日　管理職会議

28日　おかやま酪農ヘルパー利用組合

総会

31日　理事会

８月

８日　定例監事監査

12日　定例監事監査

21日　管理職会議

27日　理事会
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